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「京都大学言語学研究」(23号)の 原稿募集について

 京都大学言語学研究(23号)の 原稿を募集します。投稿される方は次の執筆要項

によりご提出下さい。

執筆要項

1.原 稿種別

(1)研 究論文

(2)研 究 ノー ト

(3)懇 話会要 旨

2.研 究論文

 論文は完全原稿 を提出す ること。採用論文 について は後 日フロッピーディス

 ク(MOデ ィスク、 CD-Rな ども可。)を 提 出する。電子 メールでの投稿も可

 能ですので、 ご相談下さい。

(1)原 稿枚数:図 表な どを含めA4版 用紙30枚 程度 とす る。

(2)文 字のサ イズ:日 本語論文は明朝体12ポ イ ン ト(1行37字 程度)・1ペ ー

ジ35行 程 度、欧文論文は12ポ イン ト ・1ペ ージ35行 程度(15ス ペー

ス程度)と する。

(3)原 稿 の余白設定等:各 ペー ジのマー ジンを上下左右:30、35、30、30mm

  とる。ページ番号は印字せず、右下隅に鉛筆 で記入する。

(4)タ イ トル と氏名:1ペ ージ目のはじめにタイ トル と氏 名(中 央揃え)を 入

 れる こと。 タイ トルは14ポ イン ト太字 とす る。なお、タイ トルの上部

  には2行 分 の余 白を設け、タイ トル と氏名の間に1行 分、氏名 と本文 は

  じま りとの間に2行 分の余 白を設 ける。

(5)注 について:注 は通 し番号をつ け、各ページの末尾 にお く。文字サ イズ

  はio～11ポ イ ン トとす ることが望 ましい。

(6)要 旨;A4版 用 紙1枚 の要旨を付 ける。要 旨は本文 と異な る言語で書 く

  のが望ましい。原稿のスタイルやタイ トル と氏名の体裁 については上記

に準ず る。要 旨文 のはじま りの左上部 に 「要 旨」 「Abstract」 等 と太字

で表記 し、要 旨文のは じまりとの間に1行 分の余白を設けること。

(7)採 否1原 稿の採否 については、編集委員会で決定 させていただきます。

(8)原 稿締切 日:2004年6月30日 必着
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3.研 究 ノ ー ト

(1)原 稿枚数:図 表な どを含めA4版 用紙10枚 程度 とする。

(2)そ の他、スタイル等は、論文 に準ずる。

(3)採 否;原 稿 の採否 については、編集委員会で決定 させていただきます。

(4)原 稿締切 日:2004年6月30日 必着

4,懇 話会要旨

 (1)「京都大学言語学懇話会」での発表 の要 旨 を掲載 します。原稿枚数 は、

 A4版 用紙1枚 とする。

(2)そ の他、スタイル等 は、論文に準ず る。

(3)原 稿締切 日:随 時

5.連 絡先

 投稿は下記住所にて受け付けます。

 〒606-8501京 都市左京区吉田本町京都大学大学院文学研究科 言語学研究室

        電 話 ノFax:(075)753-2827

電 子 メ ー ル:KULR@ling.bun.kyoto-u.ac.jp

6.そ の 他

・採用 され た原稿及び フロッピーディスク類は返却 いた しません。

・膣丁εXで 執筆す る場合は、上記の書 式に合わせたスタイルファイル を用

 意 していますので、編集委員まで御連絡下 さい。

・抜 き刷 りの印糊費用は原則 として投稿者の負担 とさせ ていただきます。

・執筆者 には、掲載号 を一部進呈いた します。

・第23号 は、2004年12月 発行を予定 しています。
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編集後記

 『雷語学研究』から 『京都大学言語学研究』に名称を変更し、編集体制も刷新し

て、今号で4号 目とな りました。新規体制もようやく軌道に乗ってきた感があり

ます。

編集委員一同、今後もより充実した雑誌を目指して努力していきたいと考えてお

りますので、よろしくお願いいたします。

 なお、 次号 より、原稿 の締切 りを2カ 月早めて、6月 末 日としました。投稿 をお

考 えの方は ご注意 ください。

編集委員長
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